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序 文
市川橋遺跡は、 昭和56年に初めて調査が実施されて

以来、 ほぼ毎年調査が行われています。 これまで18次

にわたる調査の結果、 関連機関等の協力も賜り、 多大な
成果を上げております。

さて、 本遺跡は特別史跡多賀城跡の南面に位置してい
ます。 この一帯は田園風景が広がる地域であり、 大規模
開発の波を比較的被ることなく 、 数年前まではその景観

を保ってまいりました。 しかし、 その景観は開発のため
少しずつ減少しています。 それが発掘調査件数の増加と
いう数字に表れています。 開発と遺跡の保護という全く
相反することをうまく調和させ市政を発展させることは、

大変難しいことではありますが、 これも文化財保護行政

の一つと考えております。

今回収録した市川橋遺跡第 19次調査は、 11月 下旬か
ら年 が改まった1月 初旬まで、 遺構の範囲を確認する目

的で実施されました。 この間、 厳しい寒さの中、 仕事に
従事された作業員の方々へは大変ご苦労をおかけしまし
た。

最後に、 発掘調査や本報告書の刊行に当たり、 多大な
ご指導• ご協力いただきました多くの方々に対し、 厚く

御礼申し上げます。

平成8年 3月

多賀城市教育委員会

教育長櫻井茂男



例 言

1. 本書は平成7 年度に国庫補助事業として実施した市川橋遺跡第19次調査の調査成果をまとめたもの

である。

2. 遺構番号は第 1 次調査からの一連番号である。

3. 本書中で使用した遺構の分類記号は次のとおりである。

SD: 溝跡 SK: 土壊 SR: 河川跡 SX: その他

4. 挿図中の高さは標高値を示している。

5. 調査区の実測基準線は「平面直角座標系X」を使用し、 原点X = -189,543、 Y =14,199を通る南北

方向の直線を南北基準線、 それと直交する東西方向の直線を東西基準線とした。 この原点を 0 として

調査区内に 3mの方眼を組み、 東西方向は原点から東を E、 西をWとして原点から 1m離れるごとに

アラビア数字で El•E2•E3 ・・・、 Wl ·W2•W3 ・ ・ ・と表した。 南北方向は原点から北

を N、 南を S として同様に表した。

6. 方位の北は座標北を示している。

7. 土色は『新版標準土色帖』（小山•竹原： 1993) を参照した。

8.  発掘調査および本書の作成に際しては、 次の方々および機関からご指導• ご協力を賜った（敬称略）。

宮城県教育庁文化財保護課

東北歴史資料館

宮城県多賀城跡調査研究所

松本 善ー、 大場 政夫、 阿部 寛、 宮城 東蔵（土地所有者）

（株）宮城工務店

9. 本書の執筆・編集は石川俊英、 鈴木孝行が協議して行った。

10. 遺物整理および実測図作成等の作業を大山真由美 、 太田久美子、 赤坂菜緒子、 管野礼子、 熊谷純子

須藤美智子、 黒田啓子、 伊藤美恵子、 下山美香が援けた。

11. 調査に関する諸記録および出土遺物は、 すべて多賀城市教育委員会が保管している。



市川橋遺跡第19次調査
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調牲要項

1. 遺 跡 名 市川橋遺跡（ 宮城県遺跡登録番号 18008) 

2. 所 在 地 宮城県多賀城市高崎二丁目313- 1 

多賀城市高崎字水入57, 63, 64, 65, 92 

3. 調 査 面積 300nf 

4. 調 査期間 平成7年11月21日～平成8年1月12日

5. 調 査主体 多賀城市教育委員会 教育長 櫻井 茂男

6. 調 査担当 多賀城市埋蔵文化財調査センタ ー 所長 鳥山 文夫

調査員 鈴木 孝行

石川 俊英

7. 調査参加者 赤井ひろ子 阿部胞吉 内海義雄 大山貞子 小笠原マキ子 小野寺恵子

加藤昭一 熊谷きみ江 熊谷サッキ 後藤恵子 小松まり 小松吉男

今野和子 斎藤ゆき子 佐々木欣哉 菅原吉明 武山あや子 田中ミヨ

田中裕子 千葉享ー 南城美岐子 星光治 星秀雄 松本喜一 宮川ハルミ

山田弘子

8. 調査協力者 松本善一 大場政夫 阿部 寛 宮城東蔵 （樹 宮城工務店
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I 遺跡の位置と地理的・歴史的環境
遺跡の位置：多賀城市は宮城県のほぼ中央部、 仙台市の市街地から北東約10kmの地点に位置している。

南西部で仙台市、 北西部で利府町、 南東部で七ヶ浜町とそれぞれ接している。 本遺跡は多賀城市のほぼ

中央にあり、 市の中心を南流する砂押川の東岸の標高 2-3m の微高地上に立地している。 南北1.6km、

東西1.4kmの広範囲にわたる遺跡である。

地理的環境：多賀城市は、 東部が丘陵地、 西部が沖積地と東西に大きく二分されており、 本遺跡は西

部の沖積地上に立地している。 この沖積地には砂押川や七北田川沿いに自然堤防が発達し、 その他の地

域については旧河道や後背湿地が分布している。 本遺跡をはじめ山王遺跡や新田遺跡はこの自然堤防上

に立地しており、 大規模な遺跡群を形成している。 本遺跡内の地形については、 今日までの調査成果か

ら、 低丘陵、 微高地、 低湿地が複雑に入り組んでいたことが判明している。

歴史的環境：本遺跡は旧石器時代から平安時代にかけての複合遺跡として知られている。 旧石器時代

から古墳時代については不明な点が多いが、 奈良•平安時代については各地区から豊富な資料が 発見さ

れている。 周辺の遺跡について見てみると、 本遺跡の北側には特別史跡多賀城跡、 東側には多賀城の付

属寺院であった多賀城廃寺跡と高崎遺跡、 西側には山王遺跡、 さらにその西側には新田遺跡といった広

大な遺跡が広がっている。 これらの遺跡は名称こそ違うものの、 奈良•平安時代について見てみれば、

多賀城をとりまく一連の遺跡として捉えることができる。

第1図 遺跡の位置
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番号 遺 跡 時 代 番号 遺 跡 時 代 番号 遺 跡 時 代
多賀城市 16 大日南遺跡 中世 30 松崎A遺跡 古代

l 市川橋遺跡 旧石器～平安 17 新田遺跡 古墳中～中世 31 稲葉崎 B 遺跡 古代
2 特別史跡多賀城跡 奈良、 平安 18 安楽寺遺跡 古代末～中世 32 天神台遺跡 平安
3 山王遺跡 古墳、 奈良、 平安 19 内館館跡 中世 33 洞女喜遺跡 縄文中、 後
4 西沢遺跡 古代 20 発向遺跡 古代 34 十三塚遺跡 古代
5 高崎遺跡 奈良～中世 21 八幡遺跡 古代、 中世 35 十三本塚遺跡
6 特別史跡多賀城廃寺跡 奈良、 平安 仙台市 36 北窪遺跡 古代
7 特別史跡館前遺跡 古代、 中世 22 堰下遺跡 平安 37 天形遺跡 古代
8 高崎古墳群 古墳中、 後 利府町 38 窪遺跡 古代
9 東田中窪前遺跡 古代、 中世 23 加瀬遺跡群 縄文、 古代 39 加瀬貝塚 縄文中、 古代

10 法性院遺跡 古代 24 台城 B遺跡 古代 40 馬場崎遺跡 古代
11 高原遺跡 古代、 中世 25 台城遺跡 縄文 41 伊豆佐比売神社 平安
12 小沢原遺跡 古代 26 台城C遺跡 古代 42 産野原遺跡 古墳、 平安
13 志引遺跡 旧石器、 古代、 中世 27 稲葉崎遺跡 古代 43 西天神遺跡 古代
l4 六貰田遺跡 古代 28 松綺B 遺跡 古代
15 大日北遺跡 古代 29 松綺C遺跡 古代

第2図 遺跡分布図
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II 調査に至る経緯
多賀城市は、 東北地方の中枢都市である仙台市に隣接し、 近 年著しく 都市化の波が押し寄せてきてい

る。 そのため、 昭和5 0 年代から埋蔵文化財包蔵地での宅地開発が増加の一途をたどってきている。 市

川橋遺跡についても例外ではなく 、市川・浮島・高崎地区において昭和56年頃か ら小規模な宅地開発が

進み、 埋蔵文化財が少しずつ浸食されてきている。 このような中、 多賀城跡南面一帯では大規模な宅地

開発の可能性も考えられ、 埋蔵文化財が危険な状態にさらされるのは必至である。 埋蔵文化財をとりま

く このような情勢の中、 多賀城跡南面における遺構の分布状況を早急に把握することが必要となってき

たため、 市川橋遺跡第19次調査として確認調査を実施した。

皿 調査方法と経過
今回の調査では、 市川橋遺跡において未だ調査されていない地区の遺構の分布状況を把握することに

主眼を置くとともに、 遺構が存在すると考えられる微高地等の分布など旧地形の状況を把握することも

考慮して調査区を設定した。 地区名は、 最も南に位置するトレンチをA区、 西に位置するものをB区、

東に位置するものをC •D区とした。

調査区の実測基準線は、 原点ex= -189,453, Y =14,199)を通る南北方向の 直線を南北基準線、 そ

れと直交する東西方向の直線を東西基準線とした。

発掘調査は、 平成7年11月2 1日より開始した。 調査区の現状は、 水田であった場所に1 .5---2 m程盛土

されている状況で、 表土剥ぎに時間がかかることが予想された。 11月2 1日に重機を導入しA区から表土

剥ぎを行う。 表土剥ぎを終了した場所から随時遺構検出作業を始め、 11月30日には各地区の様相を把握

できた。 C•D区では堆積層が何層にも重なっており、 lm程掘り下げても地山が検出できなかったた

め、 平面的な調査は不必要と判断し土層堆積状況の記録をとることのみとした。 また、 プラント・オパー

ル分析を依頼するため、 灰白色火山灰を含む層とその下層で土壌のサンプリングを行い、 C •D区の調

査は終了した(12月12日）。 A区では、 表土を除去した後、 遺構検出作業を行い随時平面図を作成した。

また、 調査区内の層序を把握するためにトレンチを設定し、 土層堆積状況を記録した。 最後に遺構全景

写真を撮影し、 A区の調査を終了した(12月20日）。 B区は遺構面が2 時期以上あることが認められたた

め、 上面での遺構検出作業を行った後、 遺構のない部分について一 部下面での遺構検出作業を行った。

B区の東側では、 排水のために掘った側溝から灰白色火山灰の入った溝が2条並んで確認されたことか

ら、 道路跡の存在が予想された。 そこで、 道路側溝の平面プラン確認のため道路上の溝を完掘し、 プラ

ン確認を行った(12月25日）。 12月の調査は26日まで行い、 A区及びC• D区においては年内中に埋め戻

し作業を行った。 年明け8日からB 区の調査を再開し、 遺構の性格を知るため一部遺構の断ち割りを行っ

た( 1月20日）。 1月11日の午前中に遺構の分布状況の写真撮影を行い、 1 月12 日には埋め戻し作業も終

了し、 発掘調査の全ての作業は完了した。
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番号 調査年次 調査地区 発 見 遺 構 時 代 調査原因 調 査 主 体

1 昭和48年度 浮島 字高平地内
掘立柱建物跡、 竪穴住居跡 平安時代 城南,J�校建設 宮城県多賀城跡調査研究所
溝跡、 土壊 （多賀城跡第22次調査）

2 昭和54年度 高 崎字水入地内
堀立柱建物跡、 溝跡、 井戸跡 平安時代 電話交換局建設

宮城教育委員会
土壊 （水入遺跡）

3 昭和56年度 市川字伏石地内 道路跡、 溝跡、 水田跡 平安時代 宅地造成 多賀城市教育委員会
（市川橋遺跡第1次調査）

4 昭和57年度 高崎字表地 内 溝跡、 土凛、 埋甕 平安時代 市営住宅建設 多買城市教育委員会
（高崎遺跡第3次調査）

5 昭和57年度 市川字伏石地内 溝跡、 水田跡 平安時代 宅地造成 多賀城市教育委員会
（市川橋遺跡第2次調査）

6 昭和58年度 浮島 字高平地内 堀立柱建物跡 平安時代 宅地造成 多賀城市教育委員会
（大臣宮） （市川橋遺跡第3次調査）

7 昭和58年度 高崎字水入地内 溝跡 平安時代 宅地造成 多賀城市教育委貝会
（市川橋遺跡第4次調査）

8 昭和59年度 浮島字高平地内 堀立柱建物跡、 塀跡、 溝跡 平安時代 宅地造成 多賀城市教育委貝会
水田跡 （市川橋遺跡第5次調査）

， 昭和61年度 高崎字井戸尻地内 掘立柱建物跡、 竪穴住居跡、 溝跡 平安時代 道路建設 多賀城市教育委貝会
土壊、 柱列跡、 水田跡、合口甕棺 （高崎遺跡第6次調査）

10 昭和61年度 高 崎字水入地内 溝跡、 土壌
平安時代 宅地造成 多賀城市教育委員会

～近世 （市川橋遺跡第6次調査）

11 平成元年度 浮島字高平地内 井戸跡、 土壊、 溝跡、水田跡 平安時代 宅地造成 多賀城市教育委貝会
（市川橋遺跡第7次調査）

12 平成元年度 高崎 字水入地内 堀立柱建物跡、 溝跡 平安時代 宅地造成 多賀城市教育委員会
（市川橋遺跡第8次調査）

13 平成元年度 浮島字高平地内 堀立柱建物跡、 溝跡 平安時代 宅地造成 多究城市教育委員会
（市川橋遺跡第9次調査）

14 平成3年度 高 崎字水入地内 堀立柱建物跡、 井戸跡、 溝跡 平安時代 ガソリンスクソド 多賀城市教育委員会
土壊、 道路跡 ～中世・近世 建設 （高崎遺跡第8次調査）

15 平成4年度 市川 字伏石地内
道路跡、 掘立柱建物跡、 竪穴住居跡 平安時代 宅地造成 多 賀城市教育委員会
塀跡、 井戸跡、 溝跡、 土撰 ～近世 （市川橋遺跡第10次調査）

16 平成4年度 市川字館前地内 道路跡、 掘立柱建物跡、 竪穴住居跡 平安時代 多賀城市中央公園 多賀城市教育委貝会
井戸跡、 溝跡 建設工専 （市川橋遺跡第11次調査）

17 平成5年度 市川字沌ノ池地内 道路跡、 堀立柱建物跡、 河川跡 平安時代 道路拡張工事 多賀城市教育委員会
（市川橋遺跡第12次調査）

18 平成5年度 市川 字館前地内
道路跡、 掘立柱建物跡、 竪穴住居跡 平安時代 多賀城市中央公園 多買城市教育委員会
土器包含層 建設工専 （市川橋遺跡第13次調査）

19 平成5年度 浮品字高平地内 堀立柱建物跡、 溝跡、 土壌 平安時代 宅地造成 多賀城市教育委員会
（市川橋遺跡第14次調査）

20 平成6年度 浮島字湖ノ池地内 河川跡 鉄塔建設 多賀城市教育委員会
（市川橋遺跡第15次調査）

21 平成6年度 市川字新西久保地内 溝跡、 水田跡 平安時代 水路改良工事 多賀城市教育委員会
（市川橋遺跡第16次調査）

22 平成6年度 高浮島
崎

字
字

高
水
平地

入
内 道路跡 平安時代 道路改良工印 多賀城市教育委員会

（市川橋遺跡第17次調査）

23 平成7年度 高崎字樋ノロ地内 溝跡、 土壊、 柱穴 奈良時代 道路建設 多賀城市教育委員会
～平安時代 （市川橋遺跡第18次調査）

24 平成7年度 高崎字水入他 道路跡、 溝跡、 土濃、 柱穴、 河川跡 平安時代 遺構確認調査 多賀城市教育委員会
（市川橋遺跡第19次調査）

表1 周辺地域調査成果一覧表
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第3図 調査区位置図
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w 調査成果
今回の調査では、 平安時代を中心とした遺構と遺物を発見している。主な遺構は、 道路跡、 溝跡、 小

溝群、 河川跡、 水田跡、 柱穴、 土壊 等である。 また、 今回の調査は確認調査ということもあり、 掘り下

げた遺構が少なく 、 遺構の性格や規模を正確に把握できなかったものも少なくない。 以下では、 層序 や

性格等の判明したものを中心に各地区ごと、 A区から順に記述していく。

1. A区で発見した遺構と遺物

発見した遺構には、 溝跡4条、 河川跡1条、 土壊 3 基などがある。

(1) 層序
こ こでは、 恩序模式図をもとに簡単に説明する。

第 I層 現代の水田床土である。 厚さ0.15-0.20mで調査区全体に及んでいる。

第1I層 黄灰色の粘質土で砂粒を少量含む層である。 厚さ0.05-0.15mで調査区西部で認められる。

第皿層 褐灰色の砂層でマンガンと酸化鉄を多量に含む層である。 厚さ0.20-0.3Qmで調査区西部で認

められる。

第IV層 黒色の粘土層。 厚さ0.05-0.lOmの層で、 調査区東部で認められる。

盛土··-
じー I

第 4 図 A 区層序模式図

(2) 溝跡
S D644 

調査区東部の第1V層上面で発見した南北方向の溝で、 第 II 恩に覆われ、 S D645と重複関係がありこれ

より新しい。 規模は、 上幅約0.30-0.50m、 底面幅約0.20-0.30m、 深さが約0.20-0.30mである。 断面形

は皿状で、 埋土中には10世紀前半に降下したと考えられている灰白色火山灰プロックを含む。 遺物は堆

積土からロクロ調整の土師器杯・甕、 須恵器杯・甕が出土している。

S D645 

調査区東部の第1V層上面で発見した南東から北西方向に延びる溝で、 第 II 層に覆われる。 S D644と重

複関係がありこれより古い。 規模は確認できたところで、 上幅1.20m以上、 底面幅0.80m 、 深さは0.20m

である。 断面は皿状で、 埋土は褐灰色粘土である。 遺物は須恵器杯が出土している。
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S D646 

調査区西部の第皿 層上面で発見した溝で、 調査区の北端から始まり南へと延びる。 S K674と重複関係

がありこれより古い。 規模は、 上幅0.40,.._,l.lOm、 底面幅0.20-0.60m、 深さ約0.20m である。 断面形は

ロ ク ロ 調整 の 土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・半月状で、 埋土は黒褐色の粘土層である。 遺物 は堆積土から 、

甕が出土している。

S 0678 

断面形

は皿状で、 埋土は黒褐色粘土庖でS D646の埋土と近 似している。 遺物はロ ク ロ 調整の土師器杯・ 甕、 須

恵器甕の小片が出土 している。

( 3 ) 河川跡

調査区の西部の第皿層の下で発見 している。 規模は、 土層観察用 の ト レ ン チ で一 部の確認にとどめた

ため詳細は不明だが、 深 さは検出面より約0.80m となっており、 断面形は逆台形をなすものと思われる。

調査区西部のS D646の東側で発見した北東か ら 南西に延びる溝である。 重複する遺構はない。

埋土は粘土と砂の互層となっている。 遺物は出土していない。

Wf3 EWOO 
I I 3. 100m 

w
 I
 

第 6 図 S0644• 655 溝 跡 断 面 図

� 0 10cm 

盛土

層位 土 色 土 性 ・ 混 入 物 備 考
2.5Y4/l黄土色 粘質土 シ ル ト •砂粒を含む 第 II 層
2.5Y5/2陪灰責色 砂 SD644 

③ 2.5Y7/2灰黄色 火山灰 /I 

④ 2.5Y4/ 1 貧灰色 砂 ” 
⑤ lOY R2/I 黒色 粘土 SD糾5

5 Y6/I灰色 砂
⑦ 2.5Y4/1黄灰色 粘質土 シ ル ト •砂粒を含む

(cm) 

器 高 1登録番号1函品
4.65 R - 7 33- 6 

，
 

土

ゴ＿
粘一
砂＿
粘一
砂一
粘一
粘

第 7 図 S0645 出 土 遺 物

立(14.6) (6.0) 
徴

【内面調整】 ロ ク ロ ナ デ 【底部】 回転糸切り

土 色
2.5Y3/l黒褐色
2.5Y2/l黒色
2.5Y6/l黄灰色
2.5Y3/l黒褐色
5 Y2/I 黒色
2.5Y6/1 黄灰色

特
【外面調整】 0 ク ロ ナ デ

土一
粘一
粘一
粘一
砂＿
砂一
粘

番号1 種 類 I遺構番号1層位
1 須恵器 ・ 杯 SD645 £-1 

土＿
土

S0646• 678 溝 跡 、 SR679 河 川 跡

土

第 8 図
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第 9 図 B 区全体図
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( 4 ) 土濃

調査区西部で、 S K674 • 675 • 676の 3 基を発見し ている。 遺構を掘り下げていないため性格は 不明 で

ある。 規模は、 S K674が長径約1.00m、 短径0.60m、 S K675が長径1.20m、 短径1.00m、 S K676が長径

1.00m、 短径0.60m以上となっている。 各土堀とも遺物 は 出 土 し ていない。

2 .  B 区で発見 し た遺構と遺物

発見 し た遺構に は、 道路跡 1条、 溝跡17条、 土壊10基、 小柱穴がある。

( 1 ) 層序

調査区全域には、 厚さ0.60-0.70m の盛土があり、 これを除去 した結果、 以下の堆積状況が確認できた。

第I 層 現代の水田床土である。 厚さ 0.20-0.som を計る。

第n 層 黒褐色土層で炭化物を含む。 層厚0.02-0.lOm、 調査区西側に分布する。

第Illa層 黒褐色土階。 層厚0.02,....,0.lOm、 調査区全域に堆栢する。 比較的遺物を多く含ん でいる。

第皿b層 黒褐色土層。 層厚0.15-0.25m、 調査区全域に堆積する。 遺物を多く 含 ん でいる。

第w層 オリープ褐色砂質土層

( 2 ) 道路跡

S X651 道路跡

盛土

灰白色火山灰

小溝群
皿 b 層

第 10 図 B 区層序模式図

II 層

小溝群

調査区東部で北西から南東方向へ延びる道路跡を発見 し た。 素堀の側溝を伴う 。 S D 647、 648、 663と

重複 し、 S D663より新 し いがそれ以外のものよ り古い。 路面は S D648 に破壊さ れているため確認でき

ない。 また、 道路側溝のつ くり直し も認められない。 方向は側溝心 々 で 見ると東で約32度南に傾いてい

る。 規模は 心々でみると4.00-4.2Qm となっている。 側溝は、 南西側溝が上幅0.80m、 底 面幅0.35m、 深

さ0.45m を計り、 断面は逆台形で、 埋土は 2 層に分けられ上層に は 灰白色火山灰が自然堆積している。

北東側溝は上幅0.8-1.2Qm、 底面幅0.55m、 深 さ 0.45m、 断面は逆台形で、 埋土は 2 層に分けられ上層に

灰白色火山灰が自然堆積している。 底面から灰白色火山灰までの土層の厚さは南西側溝で約0.20m 、 北

東側溝で約0.45m となっている。

(3) 溝跡

S 0647 

調査区東部の第m碩眉上面で発見 し た溝である。 S D648、 S X651 と重複関係がありこれらよ りも新 し

い。 埋土は黒色粘土で自然堆積層である。

13 
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第 1 1 図 SX651 道路跡

遺 構 層位 土 色 土 性 ・ 混 入 物

SD648 
1 2.5Y4/1黄灰色 粘質土 シ ル ト •炭化物を含む
2 2.5Y3/I 黒褐色 粘 土
3 5 Y4/l 灰色 砂質シ ル ト

SD649 4 2.5Y7/1 灰白色 砂質土•火山灰
5 lOY R3/I 黒褐色 粘 土

SD650 
6 2.5Y5/l 黄灰色 砂質シ ル ト ・火山灰を含む

lOY R3/J 黒褐色 粘 土
SD663 8 7.5Y3/l黒褐色 粘 土 ・ 地山プロ ッ ク を含む

゜ 10cm 

［外面調整】 0 ク ロ ナ デ ［内面調整】 ヘ ラ ミ ガキ後、 黒色処理 【底部】 回転糸切り
1

(14.4
T

5.5) 
I 

(4.15)
1 

R - 5
1
33- 3 

【外面調整】 ハ ケ メ 【内面調整】 ハ ケ メ 後 ・ ヨ コ ナ デ 【底部］ 席状圧痕 23.1 9.2 33.15 R - 1 3� ぢ. b 
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第13図 B 区西部遺構分布図

S 0648 

調査区東部の第皿碩§上面で発見した 溝である。 S D647 • 663、 S X651 と 重複 関係がありS D 647 より

古いがそ の他のものより新しい。 規模は、 上幅5.oom、 底面幅3.20m、 深 さ0.30mである。 断面は凹 凸 は

あるもののほぼ皿状である。 埋土は黄灰色粘土と黒色粘土 の 2 層に分 け ら れ、 いずれも自然堆積庖で

ある。 遺物はロ ク ロ 調整の土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 甕、 赤焼き土器が出土している。

( 4 ) 土壊

ここでは、 堆梢土を掘り下げた遺構のみ概要を記述し、 他は一覧表にした。

S K660 

調査区西側の第皿a層上面で発見した土壊である。 S D666 と 重複し、 これよりも新しい。 平面形は方

形をなし、 規模は長径0.86m、 短径0.84m、 深 さ0.54mを計る。 断面はU字形をなし、 埋土は黒褐色の単

一層で炭化物や酸化鉄を含む。 遺物はロ ク ロ 調整の土師器杯・甕が出土している。

S K661 

調査区西側の第皿繍目 上面で発見した 土城である。 平面形は方形をなし、 規模は長径0.65m、 短径0.51

m、 深 さ0.21m を計る。 断面は逆台形をなし、 埋土には地山 プ ロ ッ ク や暗褐色粘土プ ロ ッ ク が多く混入

しており、 人為的に埋め戻されている。 遺物は須恵器杯が出土している。

S K662 

調査区西側の第皿a層上面で発見した土壊である。 平面形は方形で、 規模は長径0.79m、 短径0.65m、

深 さ0.54mを計る。 断面はU 字形で、 埋土は黒褐色を主体 と した 土で 2 層に分け ら れる。 上囮は炭化物

15 



S K  660 
l-2.400m 

S K  661 S K  662 
1-2.400m -i 

に
曹土 色

2.5Y3/l 黒褐色
土 性 ・ 混入物

粘土・炭化物を含む
SK661 

三
土 性 ・ 混入物

堕シ ル ト ・炭化物を含む
ゾ ル ト� I  I I I 1( 

層位 土 色 土 性 ・ 混入物
lOY R3/2黒褐色 シル ト • 炭I愧、 隠山位を多量に含む

2 2.5Y3/I 黒褐色 砂粒を含む

遺構番号 検出面 平面形 規 模 宜 複 関 係 出 土 遺 物 備考
SK665 第 w 層 方 形 長径 0.74m X短径 0.58m ナ シ 須恵器杯・甕 確認
SK667 第 IV 屈 方 形 長径 0.61m X短径 0.53m SD671 よ り 新 し い 土師器杯•甕、 須恵器杯 確認
SK668 第ma 層 不整形 長径 2.19m X短径 0.83m SD669 よ り 古い 土師器杯・甕、 須恵器杯•瓶 確認
SK672 第 IV 層 方 形 長径 0.55m X短径 0.43m SD664 よ り 新 し い ナ シ 確詔
SK673 第 IV 層 楕円形 長径 0.53m X短径 0.48m SD664 よ り 古い ナ シ 確認
SK667 第ma 層 楕円形 長径0.41m(以上） X短径 0.40m ナ シ ナ シ 確認

第 1 4 図 SK660• 661 • 662 断 面 図

表 2 土 濃 一 覧 表

S K 670 

調査区西側の南壁際、 第1V層上面で発見した土壊である。 平面形、 規模は遺構の大部分が調査区外に

及んでいるため不明である。 断面は深い皿状をなす。 遺物はロ ク ロ 調整の土師器 杯 • 高台付杯 ・ 甕、 須

恵器杯・甕が出 土している。

( 5 ) 小溝群

第皿a層上面の小溝群

調査区中央部で 1 1条の細長い溝を発見した。 これらの溝は調査区外へ延びるためその全容はつかめな

い。 S K668と重複関係がありこれより新しい。 平面形は、 直線的なものが多いが、 北端で 東に屈曲する

ものもある。 溝同士の間隔は、 1.10 -1.aomで 西のものほ どその間隔は広くなっ ていく。 規模は、 上幅0 .

20 -0 .30 m 、 深さはo.10 -o.2 omのものが多く 、 方向は北で約20 度東に傾くものがほとんど で あ っ た。 埋

土中に は灰白色火山灰を含むものが多い。 遺物は検出面よりロ ク ロ 調整の土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯・甕 •

長頸瓶、 赤焼き 土器の小片が出土している。

第IV層上面の小溝群

調査 区南西隅の第1V層上面で 1 0 条 の細長い溝を発見した。 これらの溝は一 部でしか確認していない

ためその全容はつかめない。 この小溝群は方向か らみてほぼ真北を向くもの(a 群） と北で約20 度東に

傾くもの ( b 群） とに分けることがで き る。 a 群とb 群は重複しており、 b 群のほ うが新 しい。 a 群の

溝同士の間隔は1.40 -1.80 mで 比較的等間隔に並んでいる。 規模は、 上幅0 .30 -0 .40 m、 下幅、 深さは堆

積土を掘り下げていないため不明である。 b 群の溝同士の間隔は0 .90 -1.70 m で、 規模 は上幅0 .20 -0 .30

m、 下幅、 深さは掘り下げていないため不明である。 遺物は検出面よりそれぞれロ ク ロ 調整の土師器杯 ・

甕、 須恵器杯・甕•瓶が出 土している。

( 6 ) 堆積層の出土遺物

第 I 層及び第Il 層から土師器、 須恵器、 赤焼き 土器、 灰釉陶器、 緑釉陶器、 石帯、 羽 口、 カ マ ド 片、

鉄滓が出 土している。 なお、 第 II 層は灰白色火山灰が堆積する遺構を覆 っ ている ことから10 世紀前半以

降に 形成されていたことが判明している。
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番号 種 類 層 位 特 徴 口 径 底 径 器 高 登録番号 園油

1 土 師 器 ・ 杯 第 Il 層 M顔f] DクOナテ体訂半回Kへうケズ1/ [内鵡蔓J へ う ミ 粁、 農躾目 【輝J 郡へうケズ1/員蔓 (15.6) (5.0) (6.25) R -24 33-2 
2 土 師 器 ・ 杯 第11眉 【外面調整］ ロ ク ロ ナデ 【内面調整】 へ ぅ ミ ガキ、 黒色処理 【底蔀】 切難し不明 (15.8) (6.0) (5.05) R -25 33-5 
3 土 師 器 ・ 杯 第11層 【外面調整】 0 ク ロナ デ 【内面調整】 ヘ ラ ミ ガキ、 黒色処理 ［底郎】 回転糸切り (13.8) 5.9 4.45 R-23 33-4 
4 土 師 器 ・ 杯 第n屈 ［外頭蔓J 0 ク 叶 テ 体息下辛蔀へうケズ，1 ［内頴整J へ9ミ針、 黒臥翡 ［岳息r n伝へうケズII紐 (13.4) 3.4 6.6 R-16 34-

1 a・b
5 土 師 器 ・ 杯 第n層 ［外面調整］ ロ ク ロ ナ デ ［内面調整】 ヘ ラ ミ ガキ、 黒色処理 【底郎】 回転糸切り 13.2 5.6 4.0 R-17 33-1 
6 土 師 器 ・ 杯 第1I層 ［外ilii調整】 ロ ク ロナ デ ［内ilii調整】 へ う ミ ガキ、 黒色処理 ［匠部】 回転糸切り (13.0) (7.3) (3.3) R -26 
7 土 師 器 • 杯 第n層 （絹i翡I oク叶デ 体訂辛蔀へうケズり ［幅請l へ沢Ii中 (lf司 証へうりり後、 B佑ぅケズIJ員9 (7.4) R-19 34-5 
8 須 恵 器 ・ 杯 第n層 【外i!ii調整】 0 ク ロ ナ デ 【内面目整］ ロ ク ロ ナ デ 【匠郎］ 回転糸切り (16.6) (6.2) 6.15 R - 6  34-

3 a·b 
， 須 恵 器 ・ 杯 第11層 【外ilii調整】 ロ ク ロナデ 【内面調整】 ロ ク ロナデ 【底郎】 回転糸切り (14.0) (6.8) (4.42) R-10 33-10 
10 須 恵 器 ・ 杯 第n層 ［殖i睛J 11ク0ナテ ［内酉目蔓） II? IIザ 【且葛I 目伝へうり

り

後、 @Iiへうケズ渭墨 (15.6) (7.6) (4.3) R-15 
11 須 恵 器 ・ 杯 第n層 【外ifii調整】 ロ ク ロナデ 【内面調整】 ロ ク ロナ デ ［底部】 回転へぅ切り (14.0) (8.8) 3 . 1  R-18 
12 須恵 器 ・ 杯 第n眉 【外面獨整］ ロ ク ロ ナ デ 【内面調整】 ロ ク ロ ナ デ ［匠郎】回転糸切り (13.4) (5.4) (4.9) R-13 33-9 
13 須恵器 · 杯 第n層 ［外面調整］ ロ ク ロ ナ デ 【内面調整】 0 ク ロ ナ デ 【匠郎】回転糸切り (13.7) (5.7) (4.25) R-12 34- 1  
14 須 恵 器 ・ 杯 第11層 【外面調整］ ロ ク ロ ナ デ ［内面調整］ ロ ク ロナデ 【底部］ 回転糸切り (14.8) (6.6) (4.4) R-11 33-7 
15 須恵器 ・ 杯 第n層 【外面調整】 0 ク ロ ナ デ 【内面調整】 ロ ク ロナデ 【底郎】 回転へぅ切り (12.0) (7.2) (3.6) R -22 
1 6  須恵器 ・ 杯 第n屈 【外面調整】 ロ ク ロ ナデ ［内面調整】 ロ ク ロ ナデ 【匠謡】 回転へ うケズ1J調整 (12.0) (5.6) 3.3 R -20 
17 須恵器 • 杯 第 n層 【外面調整】 0 ク ロナ デ （内面調整】 ロ ク ロナデ 【底部】 回転糸切り (13.2) (6.4) 3.3 R-27 
18 須 恵 器 ・ 杯 第lJ層 ［外面貝整］ ロ ク ロナ デ ［内面調整】 ロ ク ロ ナデ 【底蔀】 回転へ う ケズ1}調整 (12.8) (6.5) (4.2) R-14 32

5
a-・b

19 土 師 器 • 杯 第n層 ［外面調整】 へうナデ？ ［内i!ii調整］ へ う ナ デ？ (13.2) 3.3 R-21 34-2 
20 灰釉掏器 ・ 椀 第 1 雇 ［外面揖整】 0 ク ロ ナ デ 【内面調整］ ロ ク ロ ナ デ ［底部］ 回転へ う ケ ズ リ 調整 貼付高台 (9.3) --、 R-35 35-

4 a•b 

第1 5図 B 区 堆積層出土遺物

17 



3 .  C 区 ・ D 区で発見 し た遺構と遺物

C 区 . D区の東側に丘陵地があり、 その丘陵地と西側の沖積地或は低湿地 と の境 を 見つ け る こ と を目

的 と し て調査区を設定した。 以下地区ごとに記述する。

C 区

C区では遺構は 発見できなかった。 灰 白色火山灰を含む第 6 層までは 粘 土質土層がほぼ水平に 堆積し

ている 。 第 6 層からは ス ク モ階 と なっており第 7 層からは緩やかに西に向かって落ち込ん でいく。 第 6

層と 第10層でプラ ン ト ・ オバー ル分析を行っている が （別稿参照）、 イ ネ のプラ ン ト ・オパー ル は 検出 さ

れていない。 遺物 は、 土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 甕 • 赤焼き土器、 瓦が出土している。

D 区

発掘調査においては遺構を発見する ことができなかった。 しかし、 第 7 層と第11 層でプラ ン ト・オパー

ル分析を行った結果 （別稿参照）、 第 7 層より高い密度でプラ ン ト ・ オ パー ルが検出されており、 イ ネ が

栽培された可能性が指摘されている。 遺物 は、 土師器杯 • 甕、 須恵器杯 ・ 甕 •蓋、 赤焼き土器、 瓦が出

土している。

二 ＼二二ご
〇-

!Oan 

番号I 種 類 I 区 I 層 位 特 徴
(cm) 

口 径 底 径 器 高 登録番号 図薮伯

(16.2) (7.8) 3.85 R-9 35-
1 a・b

12.6 4.3 6.1 R - 8  33 - 8  

(8.1) R-32 3J合•b: l�!L:1�m7:1;: り『：;·;::;� カ:::;.屡:】：:: り
第16図 C 区 ・ D 区 出土遺物
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C 区
E 
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D 区
E 
1,, ,  ,, .. ●, ,,,, 2,800m 

C 区

w I 層位 土 色 土 性
1 2.5Y4/l 黄灰色 粘質土
2 5Y3/2 オ リ ー プ黒色 粘 土
3 lOY R2/1 黒色 粘 土
4 5 Y4/l 灰色 粘 土
5 2.5Y3/1黒褐色 粘 土
6 lOY R2/1 黒色 粘 土
7 5 Y4/2 灰オ リ ー プ色 粘 土
8 lOY R2/1 黒色 粘 土
， 2.5G Y4/l 暗 オ リ ー プ灰色 粘 土

10 lOY R2/1 黒色 粘 土
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第1 8 図 C 区 ・ D 区セ ク シ ョ ン 図
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D 区
庖位 土 色 土 性

1 lOB G4/1 暗オ リ ー プ灰色 粘 土
2 5 Y4/1 灰色 粘質土
3 2.5Y3/1黒褐色 粘 土
4 2.5Y4/1 黄灰色 粘質土
5 5 Y5/l 灰色 粘質土
6 5 Y5/1 灰色 粘質土
7 5 Y5/1 灰色 粘質土
8 2.5Y4/1黄灰色 粘 土
， lOY R2/1 黒色 粘 土

10 7.5Y5/2 灰 オ リ ー プ色 粘 土
11 5 Y4/1灰色 粘 土
12 lOG Y5/l 緑灰色 粘質土



V ま と め

A 区

溝跡 4 条、 河川 跡1 条、 土壊 3 基を発見 し た 。 これらの発見 し た 遺構のうち、 S D644に は10世紀前半

に降下した灰白色火山灰が堆積し ていることから10世紀前半を中 心としてその前後に機能していた と 考

えられる。 第 II 層は S D644を覆っていること から上限 を10世紀前半とすることがで きる。 S D645は 重

複関係からS D644よりも古く、 堆積土から底部が回転糸切り調整の須恵器杯が出土していることから、

概ね 9 世紀という年代をあたえたい。

B 区

B区から発見された遺構は、 道路跡 1 条、 小溝群、 土堀10基である。 これからの遺構を整理すると下表

のように なる。

S K660 

→ 小溝群b 群 → S K667 → |
第

→lヽ 溝群 → S D648 → S D647 S K672 J S
• 

X6fl 

層

小溝群
第皿 層上面の小溝群はそのほ とんどが灰白色火 山灰で埋まっていること から、 10世紀前半 まで 機能 し

ていたと考えられる。 灰白色火山灰と の関係から10世紀前半 までは同時に機能してい た と い う こ と が で

きる。 第w層上面の小溝群に ついては、 第皿 層が灰白色火山灰が降下し た 時点で既に形成されているこ

と から、 下限を10世紀前半とすることができる。 上限については、 堆積土よりロ ク ロ 調整の土師器杯・

甕が出土し ていることから、 概ね 9 世紀代と し た い。

道路跡

今回、 S X651道路跡 1 条を発見した。 •この道路跡は、 南北大路より東に約70m、 東西大路より南に90

mのところに 位置しており、 南北大路 の東側、 なおかつ東西大路 の南側で は初めての発見例 で あ る。 方

向は、 側溝心々で みると東で約32 度南に傾いており、 これまで多賀城南面の調査で 発見されている道路

跡とは方向が異なっている。 路幅は、 現存する側溝心々 の幅でみてみると 、 約4.0m から4.2mである。 側

溝の作り替えは認められない。 側溝には堆梢土がかなり埋没してから灰白色火 山 灰 が 自 然 堆 積 し ている

ことから、 10世紀前半 までは機能し、 多賀城南面で発見されている道路 跡 と 同 時 期 に機能していた こと

が想定される。
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こ こ で今回発見 し た道路跡と 多賀城南面一帯で発見された道路跡との関係 に つ い て み て み た い。 こ れ

ま で発見さ れた道路跡は多賀城跡政庁中軸線及び外郭南辺築地平行と い っ た計画に基づ い て 作 ら れ て い

る こ と がわ か っ て い る 。 し か し 、 今回発見し た道路跡は、 こ の よ う な計画に基づ い て 作 ら れ た道路跡と

は方向が異な っ て い る 。 こ の よ う な例 と し て、 山王遺跡八幡地区で発見 さ れ た道路跡 （西 6 道路） が あ

げ ら れ る 。 こ こ で は、 方向がほかの道路跡 と 異 な る 原因 と し て、 河川跡 に よ っ て地形的 な制約を受けて

い る ためであ る と 報告 さ れて い る （後藤1995)。 果た し て今回発見し た道路跡が、 地形的な制約 を 受 け て

い た のか ど う か は周辺地域の微地形が十分把握 さ れ て い な い現状で は明 ら か に で き な い 。 今後 、 隣接地

域の発掘調査の成果を通 じ て そ の答えを解明 し て い き たい。

C 区 ・ D 区

本調査区では畦畔等の遺構は発見で き な か っ た が土壌分析の結果、 D 区の灰白色火山灰を含む第 7 層

で プ ラ ン ト ・ オ パ ー ルが高い密度で検 出 さ れ た。 し か し 、 こ の 層 は C 区で は認め ら れ ず、 C 区で灰白色

火山灰を含む層 は亜泥炭層 と な っ て お り プ ラ ン ト ・ オ パ ー ル も検 出 さ れなか っ た。 こ の よ う な こ と か ら 、

10世紀前半以降に お い て は、 丘陵部の縁辺部では水田が経営 さ れ、 こ れ よ り も 低 い所 に 関 し て は水 田 と

して利用 さ れて いな か っ た こ と が う かが え る 。
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多賀城市、 市川橋遺跡第19次調査 に お け る プ ラ ン ト ・ オ パ ー ル

株式会社 古環境研究所

1 .  は じ めに

植物珪酸体は、 ガラ ス の主成分である珪酸 (SiO2 ) が植物の細胞内に蓄積したものであり、 植物が枯

死した後も微化石 （プラ ン ト・ オ パ ー ル） となって土壌中 に半永久的に残っている。 プラン ト ・ オ パ ー

ル （植物珪酸体） 分析は、 この微化石 を遺跡土壌などから検出し、 その 組成や昂を明らかにする方法で

あり、 イ ネ をはじ めとするイ ネ科栽培植物の同定および古植生 ・ 古環境の推定などに応用されている。

市川 橋遺跡第19次調査の発掘調査では、 ト レ ン チ 断面において水 田 土壌とみられる土層の 堆梢が認め

られた。 そこで、 稲作跡の探資を目 的にプラン ト ・ オ バー ル分析を行 う ことになった。

2 .  試料

調査地点は、 C トレ ン チ とD ト レ ン チ の 2 地点である。 試料は、 C ト レ ン チ では6 層 （灰 白 色 火 山灰

プ ロ ッ ク を含む黒色粘土） と 9 層（暗オリー プ灰色粘土）より採取された 2 点、 D ト レ ン チ では 7 層 （灰

白色火山灰 プ ロ ッ ク を含む灰色粘質土） と 9 屈 （黒色粘土） より採取 された 2点の計 4 点である。 これ

らはいずれも遺跡の調査担当者によっ て採取されたものである。

3 .  分 析法

プラ ン ト・ オ パー ルの抽出 と定国は、 「プラ ン ト・ オバ ー ル定量分析法 （藤原 1976)」 をもとに 、 次

の手順で行った。

1) 試料土の絶乾 (105℃ • 24時間）

2 ) 試料土約lgを秤量、 ガラス ビ ー ズ添加 （直径約40µ,m 約0.02g)

※電子分析天秤により 1 万分の l gの精度で秤量

3 ) 電気炉灰化法による脱有機物処理

4 ) 超音波による分散 (300W • 42KHz · 10分間 ）

5 ) 沈底法に よる微粒子 (20 µ, m以下） 除去、 乾燥

6 ) 封入剤 （オ イ キ ッ ト ） 中に分散 プレパラー ト作成

7 ) 検鏡 ・ 計数

検鏡は、 おもに イ ネ科植物の機動細胞に由来するプラ ン ト ・オ バ ー ル （以下、 プ ラ ン ト ・ オ パ ー ル と

略す） を同定の対象とし、 400倍の偏光顕微鏡下で行った。 計数は、 ガ ラ ス ビ ー ズ個 数が400以 上 に な る

まで行った。 これはほぼプレパラー ト1 枚分の精査に相当する。

検鏡結果は、 計数値を試料l g中のプラン ト ・オパ ー ル個数 （試料l gあたりの ガ ラ ス ビ ー ズ個 数 に、

計数されたプラ ン ト・ オ パ ー ルとガラス ビ ー ズの個数の比率を乗 じて求める） に換算して示した。 また、

おもな分類群については、 この値に試料の仮比重と各植物の換算係数 （機動細胞珪酸体 1 個あたりの植



物体乾重 単位 ： 10- 5 g) を乗じて、 単位面積で層厚 1 cmあ た り の植物体生産量を算出 し た 。 換算係

数 は、 イ ネ は赤米、 キ ビ族 は ヒ ェ 、 ヨ シ属 は ヨ シ、 ウ シ ク サ族 は ス ス キ、 タ ケ亜科 に つ い て は数種の平

均値を用いた。 その値は、 それぞれ2.94 C種実重は1.03)、 8.40、 6.31、 1.24、 0.48で あ る （杉山 • 藤原 19 

87)。

4 .  分析結果

採取さ れた試料すべて に つ い て分析を行った結果、 イ ネ 、 ヨ シ属、 ウ シ ク サ族、 タ ケ亜科の各分類群

の プ ラ ン ト ・ オパールが検出 さ れ た。 こ れ ら の分類群について定量を行い 、 そ の 結果を表 1 と 図 1 に 示

し た。 な お、 主な分類群 に つ いて は巻末に顕微鏡写真を示 し た。

5 .  考察

( 1 ) 稲作跡 （水田跡） の可能性につ い て

水田跡の検証や探査を行 う 場合、 通常、 イ ネ の プ ラ ン ト ・ オパー ルが試料lgあ た り お よ そ 5,000個以上

の密度で検出 さ れた場合に、 そ こ で稲作が行われてい た可能性が高い と 判断 し て い る 。 た だ し 、 仙台平

野で は こ れ ま での分析調査において、 プ ラ ン ト ・ オ パ ー ル密度が3,000個/g程度で も 水田遺構が検出 さ

れ て い る 例が多々 あ る こ と か ら、 こ こ で は判断の基準値を3,000個 と し た。 ま た、 そ の 層 に プ ラ ン ト ・ オ

パ ー ル密度 の ビー ク が認め ら れれば、 上層か ら後代の も の が混入 し た危険性は考え に く く な り 、 そ の 贈

で稲作が行われていた可能性はよ り 確実な も の と な る 。 以上の判断基準に基づき 稲作の可能性 に つ い て

考察を行う 。

D ト レ ン チ で は、 7 層 と 9 層 に お い て試料が採取 さ れ た。 分析の結果、 いずれの試料か ら も イ ネ の プ

ラ ン ト ・ オパー ルが検出 さ れた。 し た が っ て、 こ れ ら各層にお いて稲作が行わ れ て い た可能性が考え ら

れ る 。 こ の う ち 、 7 層 で は プ ラ ン ト ・ オ パ ー ル密度が5,700個/gと 高い値であ る こ と か ら 、 本 層 準 に つ

い て は稲作跡であ る可能性が高い と 判断 さ れ る 。 な お、 9 層では直上の 7 層が高密度で あ る こ と か ら 、

こ こ で検出 さ れた も の は上層からの混入である危険性 も考え ら れ る 。

C ト レ ン チ で は、 6 層 と10層 に つ い て分析を行 っ たが、 いずれの試料か ら も イ ネ の プ ラ ン ト ・ オ パ ー

ルは検出 さ れ な か っ た。 し た が っ て、 こ こ では稲作が行われていた可能性は考え に く い。

( 2 ) プ ラ ン ト ・ オパー ル分析か ら みた植生 ・ 環境

一般に、 ヨ シ属 は 湿地等の湿 っ た と こ ろ に生育し、 ウ シ ク サ族 （ ス ス キ属 な ど） や タ ケ亜科は比較的

乾い た環境の と こ ろ に生育す る こ と が 知 ら れ て い る 。 こ の こ と か ら 、 こ れ ら の植物の出現状況を検討す

る こ と に よ っ て、 堆積当時の環境 （乾燥 ・ 湿潤） を推定す る こ と がで き る 。

今回分析を 行 っ た C ト レ ン チ と D ト レ ン チ で は、 ヨ シ属、 ウ シ ク サ族、 タ ケ亜科 と も に全体に低い密

度 で あ り 、 出現状況に植生および環境について考察するに足る特徴は認め ら れ な か っ た。

6 .  ま と め
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D ト レンチの 7 層においてイ ネのプラン ト ・オバールが高い密度で検出された ことから、 同層が稲作跡

である可能性が高いと判断された。
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市川橋遺跡第 19 次調査 の プ ラ ン ト ・ オ バ ー ル 分析結果表 1

C ト レ ン チ i D ト レ ン チ

分 類 群 ＼ 試 料 6 10 ； 7 ， j 

イ ネ ! 57 20 

キ ビ族 （ ヒ エ属 な ど）

ヨ シ属 13 17 6 

ウ シ ク サ族 （ ス ス キ属な ど） 11 13 

タ ケ亜科 （お も に ネザサ節） 45 23 ： 32 26 

検ー出密度 （単位 ： x 100屑/g)

0.57 

0.20 

0.12 

1.67 

0.59 

0.40 

0.16 

0.15 

1.08 
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D ト レ ン チ に お け る プ ラ ン ト ・ オ パ ー ル分析結果
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B 区 S X 651 道路跡 （南東よ り）

南西側溝土層堆積状況 （南東 よ り ） 北東側溝土層堆積状況 （南東 よ り ）
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